
深く取られた軒とバルコニー深く取られた軒とバルコニー

十津川産材をふんだんに使用十津川産材をふんだんに使用

本庁舎とは別棟で建設本庁舎とは別棟で建設

十津川村災害対策本部拠点施設十津川村災害対策本部拠点施設

１階は小原診療所として運用する１階は小原診療所として運用する

耐震性を高めた木造軸組構造を採用耐震性を高めた木造軸組構造を採用

竣工式に先立ち小山手村長（左から２人目）ら竣工式に先立ち小山手村長（左から２人目）ら
関係者によりテープカットが行われた関係者によりテープカットが行われた

小山手村長

　

十
津
川
村
が
役
場
庁
舎

に
隣
接
す
る
形
で
整
備
を

進
め
て
い
た
「
十
津
川
村

災
害
対
策
本
部
拠
点
施

設
」
が
完
成
し
、
昨
年
12

月
25
日
、
小
山
手
修
造
村

長
を
は
じ
め
、
知
事
公
室

防
災
統
括
室
の
米
津
浩
幸

参
事
、
中
嶋
大
樹
十
津
川

村
議
会
議
長
ら
関
係
者
約

50
人
が
参
加
し
竣
工
式
を

執
り
行
っ
た
。

　

同
施
設
は
、
平
成
23
年

の
紀
伊
半
島
大
水
害
な
ど

で
も
甚
大
な
被
害
を
受

け
、
災
害
時
に
は
孤
立
す

る
可
能
性
も
高
い
十
津
川

村
に
お
い
て
、
切
迫
性
が

高
ま
っ
て
い
る
南
海
ト
ラ

フ
地
震
の
発
生
な
ど
も
考

慮
し
、
役
場
庁
舎
と
は
別

棟
と
し
て
、
重
要
度
係
数

が
基
準
の
１
・
５
倍
と
高

い
耐
震
性
を
持
た
せ
、
災

害
対
策
本
部
事
務
局
（
防

災
対
策
課
）
や
診
療
所
、

サ
ー
バ
ー
シ
ス
テ
ム
を
移

転
、
ま
た
、
大
型
の
非
常

用
発
電
装
置
や
ア
ク
ア
イ

ン
ピ
ッ
ト
に
よ
る
飲
料
水

の
プ
ー
ル
機
能
な
ど
を
整

備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災

害
発
生
時
に
、
独
立
し
て

防
災
と
村
の
運
営
機
能
の

継
続
を
確
保
で
き
る
拠
点

と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
。

　

平
成
30
年
度
に
十
津
川

村
災
害
対
策
整
備
事
業
本

庁
舎
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
議
論
を
進

め
、
主
要
構
造
部
材
や
、

内
外
装
に
、
十
津
川
産
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
活
用
し
た

木
造
建
築
物
と
し
て
、
令

和
４
年
10
月
に
建
設
に
着

手
。
工
期
中
に
は
国
道
１

６
８
号
の
通
行
止
め
や
、

予
定
地
に
地
中
埋
設
物
が

見
つ
か
る
な
ど
の
ア
ク
シ

デ
ン
ト
も
起
こ
っ
た
が
、

昨
年
９
月
１
日
に
は
上
棟

式
が
行
わ
れ
、
こ
の
度
竣

工
を
迎
え
た
。

　

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
引
き

続
き
行
わ
れ
た
竣
工
式
で

は
、
小
山
手
村
長
が
、
関

係
者
に
対
し
て
謝
意
を
述

べ
る
と
、「
こ
の
施
設
は
、

今
後
想
定
さ
れ
る
、
様
々

な
不
安
定
な
事
態
を
鑑

み
、
村
民
の
命
を
守
る
拠

点
施
設
と
し
て
、
有
事
に

は
、
そ
の
重
要
な
機
能
を

フ
ル
に
発
揮
し
、
ま
た
、

平
時
に
お
い
て
は
十
津
川

産
材
が
暖
か
さ
と
安
心
を

提
供
で
き
る
、
力
強
さ
と

柔
軟
さ
の
両
面
を
備
え
持

つ
施
設
。
本
村
に
お
い
て

は
、
紀
伊
半
島
大
水
害
を

は
じ
め
と
し
て
、
常
に
自

然
災
害
の
発
生
の
懸
念
、

被
害
を
危
惧
す
る
と
言
っ

た
流
れ
が
依
然
続
い
て
い

る
。
そ
う
い
っ
た
中
、
災

害
に
決
し
て
負
け
な
い
強

い
村
づ
く
り
の
礎
、
拠
点

と
な
る
施
設
と
し
て
こ
の

施
設
が
位
置
づ
け
ら
れ
、

活
用
さ
れ
る
こ
と
を
心
よ

り
期
待
し
、
確
信
し
て
い

る
」
と
挨
拶
し
た
。

　

施
設
は
、
村
有
林
の
製

材
の
み
を
使
用
し
た
在
来

軸
組
構
造
の
木
造
２
階
建

て
で
、
全
国
的
に
も
先
進

的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

１
階
に
小
原
診
療
所
、

２
階
が
防
災
対
策
課
、
サ

ー
バ
ー
シ
ス
テ
ム
な
ど
が

入
り
、
平
時
は
地
域
に
開

か
れ
た
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
開
放
さ
れ
る
予
定

の「
災
害
対
策
本
部
員
室
」

は
、
有
事
の
際
に
は
対
策

本
部
拠
点
と
な
り
、
村
の

大
字
を
基
礎
単
位
と
し
て

構
成
す
る
自
律
分
散
型
防

災
シ
ス
テ
ム
の
中
枢
を
担

い
、
情
報
の
集
約
・
発
信

な
ど
が
安
定
し
て
行
え
る

よ
う
、
各
種
施
設
が
整
備

さ
れ
て
い
る
。

　

供
用
は
、
小
原
診
療
所

が
１
月
４
日
か
ら
開
始
さ

れ
て
お
り
、
災
害
対
策
本

部
事
務
局
、
災
害
対
策
本

部
拠
点
自
体
は
、
シ
ス
テ

ム
な
ど
の
準
備
が
整
う
１

月
中
旬
か
ら
を
予
定
し
て

い
る
。

　

設
計
・
監
理
は
ア
ー
ル
・

エ
フ
・
エ
ー
、
施
工
は
村

本
建
設
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当

し
た
。

概　　　要
　所 在 地　吉野郡十津川村大字小原225-1
　敷地面積　788.31㎡
　建築面積　465.05㎡
　延床面積　724.51㎡
　○災害対策本部拠点施設棟
　　Ｗ造２階建（木造軸組構造）
　　　１階床面積（診療所）322.6９㎡
　　　２階床面積（対策室）401.82㎡
　　　（�災害対策本部員室　９6.80㎡、災害対策本

部事務局　９6.80㎡、本部長室　32.27㎡、
ほか）

　○連絡ブリッジ棟（階段含む）Ｓ造２階
　○外構工事（敷地内整備工事）１式・
　　電気設備工事１式・機械設備工事１式　ほか

　設計・監理：ＲＦＡ（アール・エフ・エー）
　施　　　工：村本建設

　設 計 期 間：令和２年９月～令和４年８月
　工 事 期 間：令和４年10月～令和５年12月

祝　十津川村災害対策本部拠点施設 供用開始祝　十津川村災害対策本部拠点施設 供用開始

診
療
所
は
１
月
４
日
、災
害
対

診
療
所
は
１
月
４
日
、災
害
対

策
本
部
は
中
旬
か
ら
供
用
開
始

策
本
部
は
中
旬
か
ら
供
用
開
始

災害に負けない強い村づくりの礎災害に負けない強い村づくりの礎

「十津川村 災害対策本部拠点施設」竣工「十津川村 災害対策本部拠点施設」竣工

建 設 新 報（第三種郵便物認可） （８）2024年（令和６年）１月６日（土）
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代 表 取 締 役 社 長 久 米 生 泰
常務執行役員　本店長 南 條 秀 和


